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地区スローガン 

よいことのために 

   手を取りあおう 
大分城西ロータリークラブ 

クラブ スローガン「つながろう、クラブの未来のために！」 みんなでつなぐ、育てる、   

ロータリーリレーションシップ 

 

＜四つのテスト＞ １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 

出
席
報
告 

7月 30日 例会日 水曜日 12:30～13:30 
編
集
担
当 

８月 髙木昭信 

会員総数 出席者数 出席率 ゲスト ビジター 例会場 ホテル日航大分ｵｱｼｽﾀﾜｰ ９月 衛藤祐介 

28名 22名 84.62％ 0名 0名 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://oitajosairotaryclub.com １０月 伊藤秀海 
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2025-2026 第 5 回例会 8 月 6 日 №1600 会員増強・新クラブ結成推進月間 

◆本日のプログラム 

 12：30 点鐘 

  国歌斉唱「君が代」 

  ロータリーソング「奉仕の理想」 

  ゲスト・ビジターの紹介 山本真一 会長 

  会長の時間 山本真一 会長 

  出席報告及び幹事報告 吉岡尚美 幹事 

  ロータリー情報 Ｒ情報担当委員 

  委員会報告 各 委 員 会 

  スマイルボックス 会員各自 

 13:00 堤 崚次 様（ARMORｓ代表取締役） 

 
 「 スーツスタイルで失敗しないためのポイント

３選！ 」 

◆今後の例会予定 

 ●8月13日 定款第 7条第 1節に基づき例会取りやめ 

 ●8月20日 未定 

 ●8月27日 親睦夜例会 

 ●9月 3 日 職場例会（諏訪の杜病院） 

 ●9月10日 ゲスト卓話 

◆職業奉仕 3 分スピーチ 

 本日はありません。 

 8/20  中山会員            

 10/8  石橋会員        

 10/29 吉岡会員 

  

◆今週のお祝い（８月 6 日） 

●創立記念日 

佐藤俊治 会員  （株）熊野建設  S48年 8月 7日 （52年） 

岩尾隆志 会員   岩尾会計事務所 S56年 8月 19日 （44年） 

◆ゲスト・ビジターの紹介（7 月 30 日） 

ナシ 

◆幹事報告（7 月 30 日）     幹事 吉岡尚美 

・大分第 4グループガバナー補佐の森永様より、大分第 4グループ IM開催のご案内が届いております。本日回覧しており

ます。 



日時：令和 7年 10月 25日（土）14：00～16：00 

     （13：30登録受付開始） 

場所：平和市民公園能楽堂 

講師：大森克磨 氏 第 3地域ロータリー会員増強コーディネーター補佐 

参加費：無料 

申込期日：令和 7年 9月 30日（火） 

 

・RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）パートⅠ開催のご案内が届いてますので、回覧しております。 

日時：1日目 2025年 9月 27日（土）   受付 12：30  開会 13：00～17：30 

    2日目 2025年 9月 28日（日）   受付 9：00   開会 9：30～12：00 

場所：コンパルホール 

懇親会   日時：2025年 9月 27日（土） 開会 18：30  中締 20：30 

       場所：アートホテル大分 2階 アートホール 

申込締切は 9月 9日（火）です。 

 

・国際ロータリー第 2720地区ローターアクト第 41回地区年次大会のご案内を本日回覧しております。 

・大分 1985RC創立 40周年記念誌を本日回覧しております。 

 

・本日、皆様に 7月 2日付で改正した大分城西ロータリークラブ細則をお配りしております。現在お手元にお持ちの細則と

差し替えをお願い致します。 

定款は昨年のものと変更がありませんので、今回は細則のみの配布となります。 

 

◆スマイルボックス（7 月 30 日） 

奈須敬司 会員  3口 

亡き母の永眠に際し、皆様方より温かいお心遣いに、遺族一同深く感謝申し上げます。御礼を兼ねてスマイルします。 

二宮浩司 会員  1口 

7/24 結婚記念日にスパークリングワインを頂きました。ちょうど結婚 10 周年で、お祝いで飲ませて頂きました。ありがとうご

ざいました。 

◆会長の時間（7 月 30 日）    会長 山本真一 

先週末は米山夏季セミナーお疲れさまでした。 

シャレンさん、伊東さん、園田さん、河野さん、芳﨑さんお疲れ様でした。 

それと、今週末はロータリークラブ活性化ワークショップに執行部で参加してきました。 

それと、高校野球大分大会明豊優勝しましたね！ 

 

「ロータリークラブ活性化ワークショップ」とは、ロータリークラブの会員増強、クラブ運営の改善、地域社会への貢献度向上

を目的とした研修やディスカッション型の集まりです。主に、クラブの魅力を高め、参加意欲を向上させるためのアイデアを

共有し、具体的な行動計画を作る場として開催されます。 

対象者 

•クラブ会長・幹事・役員 

•会員増強委員会や広報委員会のメンバー 

•新会員・若手会員も参加可能 （活性化には多様な視点が重要） 



 

【2720地区プログラム】 

ガバナー挨拶、規程審議会報告、講演 「地区・クラブリーダーに期待すること」 

2025～26年度第１地域 RMC会員増強コーディネータ 田中久夫 氏 

セッション前半（会員増強について） セッション後半（社会奉仕について） 

【規程審議会とは】 

✅ 規程審議会とは？ 

•役割：ロータリーの基本方針や規定（「定款」「細則」「手続要覧」など）を審議・改正する機関。 

•開催頻度：3年に 1回（トライエニアル制）。 

•権限：クラブや地区から提出された「立法案」を審議し、採択・否決・修正する。 

•性質：国会のような役割を担う、ロータリーの立法府。 

「規程審議会（Council on Legislation）」は、国際ロータリー（Rotary International, RI）における最高立法機関のことです。 

✅ 仕組み 

•メンバー：世界の各地区から選出された代表（議員）が出席。 

•会議場所：通常、シカゴまたはアメリカの大都市で開催。（通常シカゴ） 

•議題：RIの「定款」「細則」、クラブ運営の標準規定、財務・組織に関する規程の改正など。 

 

改正項目および概要説明 

•人頭分担金の増額 

•新クラブ設立希望者数の緩和 

•クラブ運営ルール見直し 

 

城西ロータリークラブがマイロータリー登録率 100％になりました。 

マイロータリーの歴史 

•2013年：My Rotary公式サイト公開 

国際ロータリーは会員サービスのデジタル化を進めるため、従来のクラブ管理システムや情報提供をオンラインに統合し、

My Rotary をスタート。 

•2014～2016年：機能拡充 

•2017年：モバイル対応強化 

•2020年：COVID-19に伴うオンライン化促進 

•2023年以降：セキュリティ強化・UX改善 

 

国際ロータリー 2720地区における My Rotary（マイロータリー）登録率について、以下の通りに最新の情報をご確認いただ

けます。 

🧾 My Rotary登録率の現状 

2023 24年度 ガバナー報告スライドより 

•登録率：70％ 

2024年 地区ビジョン実現ロードマップより 

•ロードマップ資料では、登録率が 46.18％ と明示されており、今後の目標として 60％ → 75％ → 80％ を掲げていま

す。 

 

本日は岩田さんの会員卓話楽しみです。（バイクの話かな？ワクワク） 



◆職業奉仕３分スピーチ（7 月 30 日）  伊藤秀海 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆卓話の時間（7 月 30 日）  岩田和久 会員 

「九州ロードレース選手権による、地域経済に与える影響と、これからのレース業界！」 

 

本日は、私が情熱を注ぐ九州ロードレース選手権についてお話しします。 

ロードレースとは？ 

これは MFJ（日本モーターサイクルスポーツ協会）公認のバイクレースで、九州のオートポリスなどで開催されます。時速

200ｋｍ超の迫力あるスピードと、ライダーたちの技が見どころです。 

地域への貢献 

レース開催時には、多くの関係者や観客が地域を訪れ、宿泊や食事、買い物などで地域の経済を大きく活性化させていま

す。 

レースの未来 

世界的に「脱炭素」が進む中、バイクレースもＥＶ（電動バイク）化が注目されています。これは環境に優しく、新しい技術を

生み出す可能性を秘めています。 

九州ロードレース選手権も、この変化に対応し、持続可能な形で発展していくでしょう。 

奉仕の理想を胸に 

私たちがこのロードレースを通じて地域に貢献し、未来を見据える姿勢は、まさにロータリークラブが掲げる【奉仕の理想】に

通じるものと信じております。地域社会への貢献、そして未来への投資を通じて、より良い社会を築く。この選手権もまた、そ

の一助となれば幸いです。 

 


